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KIGA FOOTBALL CLUB NEWS 
～Seize the moment！ Go beyond your limits．～ 

 

１．RESULTS 

＜第８６回全国高等学校サッカー選手権大会 静岡県大会＞ 

 「気賀高校サッカー部選手権初勝利！！最低限の目標は達成したが・・・」 
 ９／１５（土） ２回戦 気賀 ２－１ 静岡聖光学院（得）今田穏、O.G 
 ９／１６（日） ３回戦 気賀 ０－２ 韮山    （得）なし 
 
※高校サッカー最大の大会であり、３年生にとっては高校生活最後の大会である「選手権」が終

了した。気賀高校サッカー部の歴史の中で選手権の初戦を突破したという記録が無く、気賀高

校サッカー部の新たな歴史を作るためにも、まずは初戦を突破し、ベスト１６をかけて戦う４

回戦まで進出するという目標でこの大会に臨んだ。 
 初戦のVS 聖光学院（浜松湖東Ｇ）については、まず、多数のOB の方々、父母の会の方々、

先生方に足を運んでいただき、声援を送っていただいたことに御礼申し上げたいと思います。

多数の方々の応援をいただいた目の前で「選手権初勝利」を手にすることができ、喜びを分か

ち合い、最高の時間を共有することができたことは素晴らしいことだったと思います。 
ゲームについては、前半は緊張からか思うように自分達のプレーができずリズムに乗ることが

できなかった。しかし、相手のストロングポイントに対してはしっかりと対応できていたこと、

「最低でも前半はイーブンで（できれば０－０）折り返し、後半ペースアップする」というゲ

ームプランどおりの展開であったため、混乱することはなかった。後半に入り、バックアップ

メンバーの投入とポジションの変更でペースアップすることができ、後半から出場の④今田穏

が４分に待望の先制点を決めた。その後ゲームを支配し、１０分⑧河田のドリブル突破からの

速いクロスが相手DFのO.Gを生み２－０とリードを広げた。２１分に１点を失い１点差に詰

め寄られるものの危なげなく逃げ切り勝利を収めることができた。 
 VS 韮山（韮山Ｇ）については、相手のホームグランドということもあり、グランドに隣接す

る校舎３Ｆから相手応援団が終始応援をし続けるという完全アウェーの雰囲気で行われた。し

かし、この日も父母の会の方々、O.Bの方々が遠方にも関わらず応援に駆け付けてくれたこと

は大変心強く、有り難かった。また、前日の韮山 VS 森のビデオ撮影、ゲーム後のプールを使

用してのクーリングダウン、前泊、宿舎でのミーティング・・・万全の準備をし、自信を持っ

てこのゲームに臨んだ。 
  ゲームについては、前半やや押し込まれたもののプランどおりの０－０で折り返すことができ

た。後半に入り、大声援を背に更に勢いを増して攻め込んでくる相手に対し、押し込まれる時

間帯が増え、１５分にCKから痛恨の先制点を献上してしまった。その後、２０分には⑧河田

のシュートを相手GKがはじいたところを④今田穏、⑮黒柳が詰め、④今田穏がこぼれ球に反

応するものの、ボールはわずかに枠を外れてしまう。同点に追いつくビックチャンスを逃した

後も、幾度と無く相手ゴールにせまるものの、効果的なフィニッシュに結びつけることができ

ず、逆に３０分には痛すぎる追加点を与えてしまった。その後必死の反撃を試みるも力及ばず、

３回戦での選手権敗退という結果に終わってしまった。 
  試合後は悔しさと、このゲームで３年生達の高校サッカーが終わってしまったという思いから、

多くの者が涙を流した。この大会で経験した「勝利」と「敗北」を１，２年生はこれからの糧

にしなければいけない。 
  最後に３年生達へ「ありがとう」という言葉を贈りたい。 



 
（写真：宮島先生） 

 

＜練習試合＞ 
 ９／ ８（土）気賀 １－１ 浜松日体  （得）黒柳 
 ９／ ９（日）気賀 ５－２ 掛川西   （得）黒柳、上島、河田２、今田穏 

 

２．TOPICS 

＜新チーム始動＞ 
 選手権が終わり、これまでチームを支え続け、２年前のどん底の状態からチームをここまで引き

上げてくれた３年生がチームから抜け１，２年生のみでの新チームがスタートした。選手権１勝

という最低限の目標は達成したものの、３年生が成し遂げられなかった県大会出場、県ユースリ

ーグへの昇格、選手権４回戦・・・まだまだ越えなければならないハードルはたくさんある。 
 ９．１６韮山Ｇでの思いを忘れることなく、ここから更に上のステージに向かってチャレンジし

続けていくことがこれからのチームに課せられた義務である。今まで通りでは同じ思いを繰り返

すことになる。選手・スタッフ１人１人が今まで以上の決意で日々のＴＲ・ゲームに取り組んで

いきたい。そして、一歩ずつ着実に階段を上っていきたい。 
  
 ※キャプテン：①山田拳史  副キャプテン：⑥山本尚、⑨野田賢治 
 ※次の大きな大会は年末から行われる「新人戦」である。「県大会」出場を目指し、約３ヶ月間準

備したい。 
 

＜練習試合＞ 
 ９／２２（土）気賀 ２－２ 磐田農  （得）真瀬、黒柳 
 ９／３０（日）気賀 ０－１ 浜名Ｂ  （得）なし 


